第1２期恵迪寮同窓会総会議案書

（平成22年10月1日～平成25年9月30日）

	日　時： 平成22年9月25日（土）13：00～13：30
　　　
会　場： 北海道開拓の村　｢旧開拓使庁舎｣講堂

（札幌市厚別区厚別町小野幌50-1）




　　　　　　　　　　　
恵　迪　寮　同　窓　会
＜本部・事務局＞
   札幌市中央区南13条西１1丁目2-32　（株）アークス内

T＆F　011-530-1186    E-mail  info@keiteki-ob.jp
＜北海道支部＞

   札幌市中央区南13条西１1丁目2-32　（株）アークス内

T＆F　011-530-1186
＜東日本支部＞
東京都練馬区貫井4丁目47-42　関口光雄気付

T＆F　03-3926-0080
＜西日本支部＞

大阪市北区梅田1丁目2-2-200　大阪駅前第2ビル2F北大会館内

T＆F　06-6343-3736
議　事　次　第
１．開会の辞 :  代表幹事　 白浜　憲一君

２．会長挨拶：  会　長　　横山　清君

３．議長選出：　会長が議長に就任（規約10条２）
４．報告案件
　　    第１報告 第１１期事業報告及び決算報告

　　    第２報告 第12期事業計画

　　    第３報告「都ぞ弥生」百年記念祭及び記念事業（中間報告）

5．審議案件
　　    　　第１号議案 第11期監査報告および事業報告・決算の承認（規約20条２）

第２号議案 一部規約改正
　　    第３号議案 第12期役員選出（規約10条１）
6．新会長挨拶：
7．閉会の辞 :　　副会長　髙井　宗宏君
＜関連規約抄＞

[第四章 会 議]

第１０条 総会は３年に一度札幌で開催される恵迪寮大寮歌祭に合わせて開催し、会長、代表幹

事、会計監査を選出する。

２，総会は会長が召集し議長となる。事務局は本部とする。

第１１条 理事会は、毎年少なくても一回、会長によって召集され、事業計画や収支予算案など

必要な事項を審義決定する。会議の議長は会長が行う。

２，理事会は会長、副会長、理事、及び代表幹事、副代表幹事、部会幹事で構成する。事

務局は本部とする。

[第七章 会 計]

第18 条 本会の経費は、会費・寄付金およびその他の収入をもって充てる。

２．正会員は、毎年3,000 円を納めるものとする。ただし、30,000 円を一時に納入し
た65歳以上の会員は、終身会員の称号を与え、以後の会費を免除する。特別会員は、正
会員に準ずる。また、平成16 年３月31 日までに終身会員になっている会員（便宜上
旧終身会員と呼称）については、基金が生み出す利子が少ないため、運営支援金（年2000

円）をお願いして協力を依頼する。

第１９条 本会の会計年度は、毎年4 月1 日に始まり、翌年の3 月31 日に終わるものとする。

第２０条 会長は、会計年度毎に決算報告書を作成し、次期会計年度当初の理事会に提出し，そ

の承認を得なければならない。

２，会計の監査は、札幌で開催される総会前に当期３年分について実施し、総会の承認を

得るものとする。
＜第１報告＞　第１１期事業報告及び決算報告
 １．第11期総会

　　 第11期総会を平成19年９月22日、クラーク会館大集会室で開催。第10期事業報告
及び会計報告・監査報告を承認。役員は、会長に横山清（Ｓ31）、代表幹事に白浜憲一（Ｓ

40）を新任、会計監査は、大西敝（S30）、小笠原孝之（S31）の留任とした。
２．会議の開催（詳細は会誌｢恵迪｣第8・9・10号参照）
　①　理事会  Ｈ20/４/26、Ｈ21/４/25、Ｈ22/４/24、札幌パークホテルで開催
②  役員幹事会　Ｈ19･･･10/13　　Ｈ20･･･2/2、3/28、4/20、8/11
　　　　　　　　Ｈ21･･･3/20、8/29　　Ｈ22･･･3/27、8/28　（計9回）
 3．会誌｢恵迪｣の発行（詳細は会誌｢恵迪｣第8・9・10号参照）
　　＜第７号＞ Ｈ19/11発行（恵迪百年記念号、全160頁）

　　 ＜第８号＞ Ｈ20/6発行 （全142頁）　　＜第9号＞ Ｈ21/6発行 （全124頁）
　　 ＜第10号＞ Ｈ22/6発行 （全124頁）
 ４．会員拡大と組織強化（詳細は会誌｢恵迪｣第8・9・10号参照）
①　恵迪寮同窓会創立30周年（H25年）までに、東日本・西日本支部の全国の都府県又

はブロックに「恵迪会」を立ち上げる。

②　東海地区（愛知・岐阜･三重県）恵迪会結成・・・Ｈ22/10/2
③　組織強化費として、特別予算を組む。

 ５．恵迪寮同窓会創立25周年記念事業（詳細は会誌｢恵迪｣第8・9・10号参照）
①　特別功労者表彰（Ｈ20/9/27、西日本大会）　佐山峻（Ｓ25）、石上勇（Ｓ25）、
　　中瀬篤信（Ｓ26）、井口光雄（Ｓ28）、岡部賢二（Ｓ29）、篠原猛（Ｓ29）

　　アポイ岳橄欖岩に「都ぞ弥生」歌詞を掘り込んだ花瓶を贈呈

②　「25年の歩み」発行（Ｈ20/9）
②　開拓の村恵迪寮舎展示改装
ⅰ　展示写真破損差し替え（Ｈ21/9/1）
ⅱ　寮歌再生装置の寄贈・献歌式（Ｈ21/11/8）
ⅲ　寮歌パネル追加工事（Ｈ22/9/14、Ｈ19年寮歌まで掲載）

     ⅳ  公開映像編集と映像映像再生装置新規入れ替え⇒継続中

　６．同窓名簿及び広報関係（詳細は会誌｢恵迪｣第8・9・10号参照）
　 ①　「同窓名簿」改定については、会の財政事情及び個人情報保護法の関係で作成を見合わ

せることに決定（Ｈ21/4/25理事会）
②　名簿クリーニング　　筆まめの名簿8870名全てに関し、住所の頭に都道府県名の記載
を入れる作業完了。東日本、西日本支部の地区割り及び都道府県別会員数MAP完成
実効名簿数　＜北海道＞1441名　　＜東日本＞2380名　　＜西日本＞786名

③　現恵迪寮Ｈ10年以降の卒寮生名簿の入手
④　ホームページの充実

⑤　メールアドレスの収集・管理（約300件）

⑥　本部・各支部のメーリングリスト稼動（Ｈ22/6/16）　
７．財政（詳細は会誌｢恵迪｣第8・9・10号参照）
　 ①　通期で黒字化を達成（百年記念グッズ販売が主要因）

　　②　会費納入は毎年200名前後で推移し固定化傾向

　　③　運営支援金は会員の２００名位で推移し高齢化に伴い漸減傾向

　　④　記念グッズ販売は会の安定収入として財政に大きく貢献している
　8．現恵迪寮交流と支援（詳細は会誌｢恵迪｣第8・9・10号参照）
　 ①　毎年の｢観桜会｣参加は恒例化

　　②　100回記念寮祭（Ｈ21）に紅白の暗幕寄贈など

　9．大寮歌祭の開催（支部主管）

　　 H19年度北海道大会（百年記念祭）：Ｈ19/9/22、札幌京王プラザ
　　　Ｈ20年度西日本大会：Ｈ20/9/27、京都第２タワーホテル

　　　Ｈ21年度東日本大会：Ｈ21/10/3、恵比須ガーデンプレイス　「ビアステーション」

10．支部活動（詳細は会誌｢恵迪｣第8・9・10号参照）
　 ①　北海道支部

　　・親睦ゴルフ大会　・開識社の毎年開催　・寮歌歌始めの会　・地域恵迪会の寮歌祭

　　・現寮生との交流

　　②  東日本支部

・｢恵迪寮百年を祝う大寮歌祭｣（Ｈ19/10/27）　・「大寮歌祭　in　船橋」（Ｈ20/10/4）
　　・全国の寮歌祭参加
　  ③　西日本支部

　　・中部地区恵迪会結成支援
＜第２報告＞　第12期事業計画
１．第13期総会

Ｈ25年９月開催予定
２．会議の開催
　①　理事会  毎年４月札幌で開催
②  役員幹事会　随時
3．会誌｢恵迪｣の発行

　　 第11号～第13号　毎年6月発行予定
 ４．会員拡大と組織強化

①　恵迪寮同窓会創立30周年（H25年）までに、東日本・西日本支部の全国の都府県又

はブロックに「恵迪会」を立ち上げる。

②　組織強化費として、特別予算を組む。

 ５．恵迪寮同窓会創立25周年記念事業
・ 公開映像編集と映像映像再生装置新規入れ替え

６．同窓名簿及び広報関係

①　名簿クリーニング　　　②　現恵迪寮Ｈ10年以降の卒寮生名簿入手
③　ホームページの充実とメールアドレスの収集・管理

　 ７．財政　　 
　 8．現恵迪寮交流と支援

　  ①　毎年の｢観桜会｣参加　　　②　現恵迪寮支援
　 9．大寮歌祭の開催（支部主管）

　 　H22年度北海道大会：Ｈ22/9/25、札幌パークホテル
　　　Ｈ23年度西日本大会

　　　Ｈ24年度東日本大会

　10．支部活動

　 ①　北海道支部　　　②  東日本支部　　 ③　西日本支部

＜第３報告＞「都ぞ弥生」百年記念祭及び記念事業（中間報告）
  ＜目的＞　「都ぞ弥生」誕生の原点を知り、その後百年にわたり歌い継がれている根源を検証

し、雄大な自然への称賛と畏敬をバックグラウンドとする、北海道大学と恵迪寮のフ

ロンティア・スピリッツとヒューマニズムの今日的意義を北海道、日本はもちろん世

界に向かって発信する。

１． 記念事業（案）

① 「都ぞ弥生」百年記念ＣＤ制作

　  「都ぞ弥生」を現恵迪寮生、現北大生へ浸透させることを主目的とし、広く北海道及び
    日本全土に「都ぞ弥生」の素晴らしさを普及する。また、English、Chinese、Korea
バージョンなどを制作し「都ぞ弥生」の国際化を促進する。

　　　⇒　現役北大生が「都ぞ弥生」を歌えなくなってきている現状を打破するためCDを有効

活用する。

　   ②　ＮＨＫ、道内民放などの特集番組制作

     ③　記念植樹（桜並木）

　   ④　開拓の村寮舎「名札」募集

　　　 　400名分を1枚3000円で募集し、入寮年次ごとに掲示する

　   ⑤ 記念文集制作

　 ２.　記念行事(案)

① [都ぞ弥生]百年記念祭　　2012年6月9日（土）

② 1万人で歌う「都ぞ弥生」

③ 全国３支部と各地域支部で記念寮歌祭　  
3．　記念募金と協賛金

・ 記念事業と記念行事の規模に応じて募金活動を行う。

４． 記念委員会と実行委員会について 

①記念委員会

北海道大学、連合同窓会、現恵迪寮と恵迪寮同窓会で構成する

佐伯浩総長、数土文夫連合同窓会会長、横山清会長、高井宗宏副会長、厚谷純吉副会長、
山中義正副会長、窪田開拓副会長、白浜憲一代表幹事

② 実行委員会  実行委員長　白浜憲一代表幹事
＜第１号議案＞　第11 期監査報告および事業報告・決算の承認
＜監査報告＞
第11 期（自Ｈ19 年4 月1 日～至平成22 年3 月31 日）の収入支出決算
　　について、各年度ごとに諸帳簿並びに関係書類により厳正に監査を行った結果、
正確かつ妥当であることを認めます。

平成22年9月25日

会計監査　 　大西 敞 印

会計監査　 小笠原 孝之 印
第11 期監査報告および事業報告・決算の承認を求めます。（規約20 条2）
＜第２号議案＞ 一部規約改正
＜第9条＞　役員の任期は1期3年間とする。ただし任期満了後または役員辞任後も後任者
が就任するまでは、その職務を行うこととする。なお、役員の再任は防げない。
           ⇒「ただし～こととする。」を削除

＜第11条＞　理事会は、毎年少なくとも一回、会長によって召集され，事業計画や収支予算

案など必要な事項を審議決定する。会議の議長は会長が行う。
　　　　⇒　「事業～決定する。」を、｢各年度の事業計画や収支予算案など必要な事項を審議
決定し、各年度の決算を承認する。｣に変更
＜第２０条＞ 会長は、会計年度毎に決算報告書を作成し、次期会計年度当初の理事会に提出し，
その承認を得なければならない。
　　　　　 ⇒　会長は、会計年度毎に会計監査の監査を受けて決算報告書を作成し、会計年度当
　　　　　　　初の理事会に提出し，その承認を得なければならない。
２，会計の監査は、札幌で開催される総会前に当期３年分について実施し、総会の

承認を得るものとする。
　　　　　 　　　⇒　｢会計の監査は、～承認を得るものとする｣を、「会計の監査報告は、総会に提出
　　　　　　　　　　しその承認を得るものとする」
[付　則]  4．本同窓会の事務所は、札幌市豊平区平岸1−1（株）ラルズ
　　　 ⇒4．本同窓会の事務所は、札幌市中央区南13条西11丁目2-32（株）アークス

＜第３号議案＞ 第12期役員選出  
新役員

[会長]　　　
　[代表幹事]　

［会計監査］ 
[会計監査]
＜恵迪寮同窓会役員＞（Ｈ22年9月現在）
　○名誉会長　　繁富一雄（S6、元会長）、中瀬篤信（S26、前会長）
　○会　長　　　横山 清 （S31、Ｈ19/4/1～）
　○副会長　　　髙井宗宏(Ｓ31、会長代行）、厚谷純吉（S30）、山中義正（S32）、窪田開拓
（S32）

　○会計監査　　大西 敝 （S30、Ｈ13/4/1～）、小笠原孝之（S31、Ｈ13/4/1～）

　○本部理事　
【北海道支部】　山崎克彦（S32）、和孝雄（S32）、魚山和春（S39）、千川浩治（S40）、

山田浄二（S41）　
【東日本支部】　関口光雄（S39）、坂倉雅夫（S44）、佐藤文雄（S47）、荒木隆夫（S49）、

竹下忠彦（S53）　

【西日本支部】　間中俊夫（S33）、伊藤靖久（S38）、入江和彦（S41）、岩井隆郎（S51）、

　　　　　　　植松高志（Ｓ44）
　○代表幹事　　白浜憲一（S40、Ｈ19/4/1～）

　○副代表幹事　新井三郎（S32）、氏平増之（S38）、皆川吉郎（S43）

　○常任幹事　　高橋陽一（S30）、大隈昭二（S40）

　○幹　事　　　八重樫幸一（S41）、木村正博（S41）、谷口哲也（S48）、今村康弘（H5）

　○事務局　　　佐藤静子（アークス）、渕上玲子（H8）              
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